




MOFU-DX主原料 華煌らとは、

•特殊肥料
県単位で肥料分析表と製造工程
フロー提出した時に、発酵工程
を経ていれば殆どの場合が受理
される。
但し完全に腐熟化しているかど
うかの精査は行われないため、
未熟・中熟・完熟かは若干グ
レーゾーンである。

•普通肥料
肥料分析表と工程フローを県に
提出、その時分析値には規定数
値クリアが条件となる。
同時に行政側でも分析行い規定
分析値以上であれば国の農林水
産省へ提出され認定となる。
因みに弊社の場合、生鶏糞が完
全に腐熟化された時の減容率は
年間約2,300t→900tで約60%で
ある。



土着菌活性IBA -DX主原料(華燦々)とは、

•日本海汽水域にて原種酵母菌採取行い、天然由来有機物を
培地にして一次培養を行い、同時に天然由来ハーブから有
効抗酸化成分を抽出・濃縮・熟成掛け、その二種を混合し
二次培養を行った生菌資材がバイオエキス(華燦々)である。

•蓄糞やヘドロのバインダーであり、有害菌のコロニーとし
ている粘着性の高い有機物を積極的に分解し、元々生息す
る土着菌を活性化し有害菌の分解を行い、
蓄糞の完全腐熟化・ヘドロの砂質化を可能とする。
前述の生鶏糞2300t→完全腐熟900t 減容から残留有機物
の多さが分かる。



IBA-DXの働きヘドロ還元状況(糸島深江浜編)

施用前～一か月後 施用一か月～一年後



現在の取り組み状況(MOFU-DX&IBA-DX)
•廿日市にてあさり・ムール貝
•山陽小野田にてあさり・しじみ・ハマグリ
•伊勢湾津市にてハマグリ・あさり・車海老
•⾧島東町にてブリ・⾧崎にてフグ
•広島大学 生物生産学部との共同研究にて現在室内試験終了し
尾道・浦崎海老干潟にてフィールド・スケールアップ試験開始


